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↱
第
三
に
、
個
人
評
価
が
能
力
主
義
か
ら

成
果
主
義
に
変
わ
る
こ
と
で
す
。
従
来
の

人
事
考
課
制
度
は
、
総
じ
て
客
観
的
な
仕

事
の
評
価
で
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を
離

れ
て
個
人
の
能
力
を
評
価
す
る
。
こ
れ
に

比
し
て
成
果
主
義
は
、
「
目
標
管
理
」
に

よ
る
業
績
評
価
、
ス
キ
ル
発
揮
能
力
を
測

る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価
で
す
。
こ
の
よ

う
に
成
果
主
義
に
よ
る
評
価
制
度
は
、

「
管
理
職
層
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
限

り
、
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
の
両
方
向
の
情

意
評
価
が
残
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
四
に
、
処
遇
基
準
が｢

年
功｣

か
ら

｢

仕
事｣

へ
強
ま
る
こ
と
で
す
。
日
本
で

は
、
職
務
給
を
入
れ
た
け
ど
職
務
と
い
う

概
念
が
無
い
た
め
、
評
価
す
る
ジ
ョ
ブ
が

な
く
、
「
ジ
ョ
ブ
レ
ス
社
会
」
と
言
え
ま

す
。
た
だ
し
、｢

国
際
化
の
激
し
い
と
こ

ろ｣

で
は
待
っ
た
な
し
で
変
え
ざ
る
を
得

な
い
。 

 
第
五
に
「
年
功
賃
金
」
か
ら
「
市
場
賃

金
」
へ
の
動
き
が
強
ま
り
ま
す
。
一
つ
は
、

企
業
内
に
お
け
る
賃
金
決
定
は
個
々
の

取
引
と
な
る
（
競
争
的
な
自
由
の
労
働
市

場
）
、
も
う
一
つ
は
、
こ
う
し
た
賃
金
は

企
業
外
の
労
働
市
場
へ
と
リ
ン
ク
し
て

い
く
こ
と
で
す
。(

有
期
雇
用
労
働
者
の

増
大
に
と
も
な
う
内
部
賃
金
と
の
比
較

が
可
能
と
な
る
）。
↱ 
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賃金のあり方は、労働運動の課題となるでしょう！ 

   
 
 

 
 
 

前
号
か
ら 

前
号
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
た
め

ま
た
、
発
表
者
、
著
者
の
意
図
を
少
し
で
も

理
解
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
同
じ
テ
ー

マ
で
も
会
報
を
NO.1
と
今
回
と
に
分
け
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
議
論
を
深
め
る

た
め
に
も
、
こ
う
し
た
経
過
が
必
要
で
し
た
。 

変
わ
り
ゆ
く
賃
金
の
方
向
は 

さ
て
、
本
論
に
移
り
ま
す
が
中
澤
特
別
研

究
員
は
、
新
し
い
賃
金･

人
事
制
度
を
五
つ
の

観
点
か
ら
述
べ
て
い
ま
す
。 

第
一
に
、
職
能
資
格
制
度
を
転
換
し
、
職

階
制
（
ポ
ス
ト
）
に
よ
る
処
遇
秩
序
を
変
え

ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
を

前
提
に
し
た
台
形
型
処
遇
構
造
を
、
職
階
制

を
軸
に
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
処
遇
構
造
へ
の

変
換
で
す
。
こ
の
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い

る
言
葉
で
「
日
本
の
今
ま
で
の
よ
う
な
変
な

肩
書
き
を
失
く
し
て
、
組
織
運
用
に
必
要
な

ポ
ス
ト
し
か
置
か
な
い
、
つ
ま
り
職
階
制
で
、

年
功
制
に
よ
る
職
階
制
で
な
く
組
織
役
割
に

基
づ
く
人
事
制
度
で
あ
り
、
賃
金
制
度
で
あ

る
」。 

第
二
に
、
内
部
昇
進
の
限
定
化
で
す
。
そ

れ
は
、
従
来
の
よ
う
に
管
理
職
ポ
ス
ト
は
増

え
ず
、
む
し
ろ
無
く
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

一
部
の
キ
ャ
リ
ア
組
だ
け
が
昇
進
す
る
。
↱ 

↱ 

納
得
で
き
る
賃
金
を
め
ざ
し
て 

 

こ
れ
か
ら
の
賃
金
論
、
賃
金
運
動
を
ど
う
進

め
る
か
を
労
働
者
の
分
類
を
通
し
て
、
初
め

に
考
え
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
年

功
賃
金
・
終
身
雇
用
制
・
企
業
別
労
働
組
合

と
い
う
三
つ
の
柱
か
ら
と
日
本
的
労
使
関
係

の
有
無･

強
弱
を
基
準
と
し
た
も
の
で
す
。
そ

れ
は
、
①
「
民
間
大
企
業
型
」
年
功
労
働
者
、

②
「
公
務
員
型
」
年
功
労
働
者
、
③
「
低
賃

金
型
」
年
功
労
働
者
、
④
「
パ
ー
ト
型
」
労

働
者
、
⑤
「
職
能
的
」
労
働
者
に
区
分
さ
れ
、

大
企
業
、
中
小
企
業
労
働
者
の
賃
金
表
か
ら
、

ま
た
有
期
雇
用
労
働
者
か
ら
見
る
と
大
き
な

較
差
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

 

労
働
者
側
が
持
つ
べ
き
中
長
期
的
な
賃
金

政
策
の
計
画
は
、
経
営
側
が
年
功
制
を
崩
そ

う
と
し
て
い
る
こ
の
段
階
で
、
年
功
賃
金
を

前
提
と
し
た
旧
来
の
大
幅
賃
上
げ
論
だ
け
で

対
抗
す
る
の
は
大
い
に
疑
問
↓
賃
金
制
度
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
べ
き
！
で
あ
る
。
そ
こ
で

賃
金
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
日
産
争
議

(1952

年)

の
際
、
自
動
車
産
業
唯
一
の
単
産

で
全
国
自
動
車(

全
自)

が
打
ち
出
し
た
賃
金

三
原
則
を
紹
介
し
ま
す
。
第
一
に
、
自
動
車

産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
技
能
が
低
い
、

ど
ん
な
仕
事
で
も
、
職
場
で
働
い
て
い
る
限

り
人
間
ら
し
い
生
活
、
労
働
を
続
け
る
だ
け

の
賃
金
を
実
働
７
時
間
で
確
保
＝
最
低
保
障

の
原
則
、
第
二
に
、
賃
金
は
労
働
の
質
と
量

に
応
じ
て
、
年
齢
や
家
族
の
構
成
、
男
女
の

区
別
あ
る
い
は
国
籍
そ
の
他
の
理
由
で
差
別

の
排
斥
、
労
働
の
質
と
量
の
差
は
、
一
般
的 

「
日
本
人
の
賃
金
」
（
木
下
武
男
著
）
を
読
む 
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↱
に
労
働
の
強
度
、
仕
事
の
難
易
、
技
能
、
熟
練

度
の
高
低
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
働
く
労
働
者
個
人
の

問
題
で
な
く
、
遂
行
さ
れ
て
い
る
労
働
が
客
観
的
に

評
価
さ
れ
る
＝
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
原
則
。 

第
三
に
、
以
上
の
二
原
則
は
賃
金
一
本
の
中
に
貫

か
れ
る
べ
き
で
、
自
動
車
産
業
共
通
の
原
則
と
し

て
、
企
業
の
枠
を
越
え
て
貫
か
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
＝
統
一
の
原
則
。
非
常
に
注
目
す
べ
き
賃
金

の
原
則
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

あ
る
べ
き
賃
金
の
三
原
則
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
①
男
性
世
帯
主
賃
金
か

ら
男
女
共
通
の
個
人
単
位
の
賃
金
へ
、
②
「
年
功
」

基
準
賃
金
か
ら
「
仕
事
」
基
準
賃
金
へ
↓
決
定
基

準
の
変
更
、
③
生
活
で
き
る
賃
金
水
準
へ
、
こ
れ

が
新
し
い
賃
金
思
想
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
こ
の
思
想

は
、
第
三
の
「
低
賃
金
型
」
年
功
労
働
者
に
着
目

し
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
「
労
働
運
動
は
男
性
世

帯
主
賃
金
を
守
る
こ
と
に
総
力
を
あ
げ
る
べ
き
な

の
か
、
あ
る
い
は
、
男
女
共
生
社
会
を
目
指
し
た

〝
新
し
い
賃
金
と
社
会
保
障
〟
の
実
現
に
向
け
て

総
力
あ
げ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
選
択
が
問
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
（
P

155
） 

 

さ
て
、
個
人
単
位
の
賃
金
と
は
、
何
を
基
準
に

す
る
か
、「
属
人
給
」
か
「
仕
事
給
」
か
の
選
択
に

な
り
ま
す
。
従
来
の
年
功
制
の
下
で
、
単
に
「
個

人
単
位
化
」
を
進
め
て
も
そ
れ
は
年
功
制
に
お
け

る
「
単
身
者
」
賃
金
と
変
わ
ら
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
危
惧
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
給
に
お
け
る

賃
金
差
、
高
低
は｢

仕
事
の
価
値｣

の
大
小
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
仕
事
の
価
値
」
を
定
め

る
方
法
は
、
①
企
業
横
断
的
な
労
働
組
合
と
経
営

者
団
体
と
の
交
渉
に
よ
る
「
仕
事
の
格
付
け
」
、
↳ 

↱
②
個
別
企
業
レ
ベ
ル
、
産
業
レ
ベ
ル
で
の
職
務
分

析
、
職
務
評
価
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
「
価
値
」
を

測
る
に
は
、「
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
の
原
則:

コ
ン
パ
ラ
ブ
ル･

ワ
ー
ス
」
＝
「
比
較
可
能
な
価
値
」

が
必
要
と
な
り
ILO

100
号
条
約
で
も
確
認
、
こ
の
原

則
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル･

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
賃
金
の
方
向
を
提
起
し
た

が
年
功
賃
金
の
下
で
労
働
運
動
の
実
態
は
、
賃
金
の

引
上
げ
幅
や
額
は
個
別
企
業
で
バ
ラ
バ
ラ
。
労
働
者

は
自
分
の
企
業
の
こ
と
、
自
分
の
賃
金
こ
と
だ
け
し

か
考
え
な
い
↓
こ
こ
に
は
、「
基
準
の
決
定
」
と
「
規

制
」
の
概
念
が
欠
け
、
「
基
準
の
決
定
」
な
き
賃
上

げ
運
動
は
、
膨
大
な
低
賃
金
未
組
織
を
置
き
去
り
に

し
、
そ
れ
ら
の
労
働
者
に
よ
る
賃
金
水
準
の
引
き
下

げ
の
圧
力
を
生
み
出
し
て
い
る
、
こ
と
を
付
加
え
て

お
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
向
け
た
賃
金
の
あ

り
方
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
日
本
型
職
務
給
」
の
特
徴
、
①
純
粋
に
職
務
を

対
象
と
し
て
い
な
い
、
②
職
階
制･

ポ
ス
ト
主
義
は

職
務
給
と
相
容
れ
な
い
、
③
成
果
主
義
・
業
績
主
義

の
肥
大
化
、
④
日
本
型
職
務
給
は
従
来
の
年
功
制
に

基
づ
く
土
壌
を
転
換
さ
せ
ま
す
。 

 
 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
11
月
15
日(

火)

18:

30
～
第
20
回
理
事
会･

所
員

会
議
合
同
開
催 

会
場:

県
評
会
議
室 

◆
11
月
19
日(

土)

13:

00
～
秋
の
労
働
問
題
セ
ミ
ナ

ー 
 

会
場:

あ
ざ
れ
あ
・
第
１
会
議
室 

◆
12
月
16
日(

金)

18:

30
～
第
23
回
定
例
研
究
会 

 

会
場:

県
評
会
議
室
７
Ｆ 

↱
労
働
者
側
の
対
抗
点
、
①
職
務
分
析
・
評
価
の
要

求
を
出
す
、
②
業
績
給
部
分
の
制
限
を
図
る
、
③
日

本
型
の
人
事
考
課
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
流
の
目
標
管

理
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価
の
方
が
ま
だ
ま
し
で

あ
る
。
④
労
働
組
合
は
苦
情
処
理
機
能
を
発
揮
す
べ

き
で
あ
る
↓
労
働
組
合
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。 

更
に
、
「
年
功
賃
金
」
か
ら
「
仕
事
給
」
へ
の
組

み
換
え
の
た
め
の
「
５
階
建
て
賃
金
構
成
」
の
提
言
、

１
階
は
、
市
場
共
通
の
中
核
的
な｢

仕
事
給｣

(

キ
ー･

ジ
ョ
ブ)

、
企
業
内
の
賃
金
と
市
場
の
賃
金
が
競
争

す
る
こ
と
を
規
制
す
る
、
２
階
は
、
企
業
内
の
業
務

に
基
づ
く
「
仕
事
給
」
、
派
遣
や
パ
ー
ト
よ
り
も
課

せ
ら
れ
る
仕
事
分
を
別
枠
で
設
定
す
る
、
３
階
は
、

業
績
に
よ
る
上
乗
せ
「
賃
金
ド
リ
フ
ト
」
、
４
階
は
、

個
人
の
一
定
の
「
業
績
給
」
、
５
階
は
、
年
功
的
な

「
生
活
補
助
手
当
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
年
功
賃

金
（
現
在
）
を
五
つ
に
分
け
て
い
く
こ
と
が
、
仕
事

給
に
組
み
替
え
て
い
く
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

中
澤
特
別
研
究
員
は
、
「
日
本
人
の
賃
金
」
を
読
む

か
ら
、
研
究
方
向
を
見
据
え
た
発
表
を
終
え
ら
れ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

片
桐
） 


